
病気や手術などで食事に悩みを抱えたとき、
知りたかったのは「みんなどうやって食べているの？」
ほしかったのは、『正しい情報』よりも『選択肢』。

 

手術や治療は終わっても、「生活」は続きます。
当事者視点での「こんなこと試してみたよ！」を

対談形式でお届けするシリーズです。

「食事の悩み」を抱える当事者の対談記事シリーズ

⼀⾷⼗⾊ いっしょくといろ

⽿下腺がんの治療の影響で⼝元の⿇痺を経験した
元看護⼠柴⽥（猫⾆堂代表）と⻭科衛⽣⼠による
対談。医療者から患者の⽴場になって気づいたこ
ととは。【2022年3⽉1⽇公開】

料理⼈のひろみさんはご⾃⾝のお店をオープン後
わずか2カ⽉半で⼝腔がんに。⼝の⿇痺や味覚障
害を乗り越えてお店を再開したひろみさんを⽀え
たものとは。【2022年4⽉9⽇公開】

胃の全摘⼿術を経験した男性お2⼈が向き合っ
た、⾷後のめまいや動悸、げっぷといったマイナ
ートラブル。「もう⼀⼝がんばってみよう」と踏
み出すためのイロイロな⼯夫を紹介。
【2022年5⽉28⽇公開】

「⾷べること」と切っても切り離せないのは「排
泄」。⼤腸がんで腸を切除したおふたりが「⼈⼯
肛⾨」への⼾惑いや⼯夫を⾚裸々に語ってくださ
いました。【2022年6⽉25⽇公開】

「気持ちが落ち込んだり、⾷欲がないときでも、これなら⾷べられそう...」
そんな、あなたにとっての思い出の味や⽀えになった⾷べもの・飲みものを
猫⾆堂は「猫めし」と名づけました。

⾷べることにお悩みを抱えた経験を持つ皆さんから寄せられた、
「これが私の『猫めし』です！」のエピソートをご紹介いたします。
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https://nekojitadou.jp/blogs/1shoku10iro
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